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『櫓一

緒

言

文

田

南

畝
(二
四

〇

九

一

二
四

八
三
)、名

は
輩
、通

稔

直

次

郎
.四

方

山

人
、四

方

赤

良
、療

惚
、

杏
花

風

雪

の

號

あ

り
、蜀

山

人

の

名

最

も
著

は

る
。江

戸

幕
府

の
徒

士

の
家

に

生

れ
、長

じ

て

交

織

を
綴

ぐ
。俊

敏

の
資

を

以

て

夙

に
昌

李

盤

に
學

び
、頭

角

赫

然

と

し

て

傍

輩

を

凌

ぎ
、實

用

の

材

と

し

て
青

雲

を

纂

ち

ん

の
志

あ

り

し

も
、當

時

の

頽

放

せ

る
士

風

は
、古

賀

精

里

の

所
謂
、「如
何

な

る
大

人

君

子

に
封

ず

れ

ど

も

毫

も

語

談

の

氣

な

き
」彼

を
容

る

、
こ

と

能

は
す
、終

に
彼

を

し

て
、輕

文
學

に

趨

ら

し

め

た

り
。彼

時

勢

に
激

し

て

戸
た

び

歩

を

韓

す

る

や
、當

時

の
才

子

と
詩

酒

徴

逐
、歌

舞

盃

酌

の

聞

に

胸

中

の
嘉

塊

を
吐

き

濁

り
狂

歌

狂

文

狂
詩

の
大

宗

匠

と

し

て

の

み

な

ら

す
、品

位

あ

る
大

通

人

Z

し

て
、平

民

文

學

界

の
盟

主

と

し

て
.蜀
山

人

の

名

一
世

に

高

く
、児

童

走

卒

も

之
を

緒
　

言

一



緒
　

言

噂
一

「

識

ら

ざ

る

も

の

な

か
り

し

と

い

ふ
。

彼

の

狂
歌

は
實

に

天

稟

に

出

で
、所

謂

咳

唾

珠

玉

を
成

す
底

の

も

の
、高

く

我

が

文
學

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

史

上

に

猫

歩

せ
り
。斯

の
滑

稽

に

し

て

洒
落

な

る

彼

が
.
一
面

に

於

て

勤

勉

愼

密

の

資

を

具

へ
、能

く
煩

裟

な

る
吏

務

を

埋

め
、欝

然

た

る
幾

多

の

述

作

を

敢

て
し

た

る

は
.彼

を

譲

る
者

の
贅

し
く

驚

異

す

る
新

た

り
。

彼

は
實

に
快

連

な

る

文
章

家
、筆

ま

め

な

る
筆

記

者

に
し

て
.詩

文

集

歌

集

の
外
、筆
述

纂

録

す

る
所
、戯

作
、紀

行
.日
記
、考

謹
.随

筆
、抄

録

等

に
捗

り
、大
凡

百
餓

部

を
算

せ

り
。而

し

て

本

案

纂

録

す

る
所

僅

に

其

十

五

部

に

過

ぎ

ざ

る

は
、校

訂
者

の
頗

る
遺

憾

と

す

る
所

な

り

と
難

も
、取

捨

選

繹

に

於

て

は
.聯

か

意

を
用

ふ

為
所

あ

り
、庶

幾

は

く

は

讃

者

を

し

て
、
一
斑

に

全

豹

を

窺

は

し

む

る
事

を

得

ん
鰍
。

畜 一



・

四

方

の

あ

か
(文

化

五

年
)

　

四

方

の

留

糟
(文

政

二

年
)

　

無

徳

先

生

文

集
(明

和

四

年
)

奪
檀

那

山

人

藝

金

集
(天

明

四

年
)

　

蜀

山
自

筆

百

首

狂

歌
(
文
化
十
五

年
)

-
め

で

療

百

首

夷

款
(
天

明

三

年
)

狂

歌

百

人

一

.㌧ ・ ㌔ ㌃ 幅

南 假 改 萬 千

畝 名 元 紫 紅

世 紀 千 萬

首
(天
保
十
四
年
)

紫
(文
化
十
四
年
)

紅
(
文
化
十

五
年
)

行
(寛

政

元

年
)

設
(文

政

七

年
)

言
(文
化
十
四
年
)

狂

文

集
。

四

方

の

あ

か

の

続

篇
。

狂

詩

狂

文

集
。

狂

詩

集
。

老

後

得

意

の

狂

歌

百

首

な

自

撰

ぜ

う

も

の
。

壮

時

の

歌

集
。

小

倉

百

人

一
首

の

も

じ

り
。

狂

歌

狂

詩

狂

文

の

雑

集
。

干

瓢

萬

紫

の

綾

篇
。

享

和

元

年
、東

海

道

な

族

行

ぜ

し

時

の

紀

府
。

「
世

説

」に

傲

ひ

て

近

世

の

逸

話
…
名

言

等

'舶

蒐

む
。

随

筆
。古

書

に

擦

れ

る

考

謹

多

し
。

緒

　

　
言

ゆ

一
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緒
　
　言

●

四

　

,
俗

　
耳

　
鼓

　
吹
(天
明
久

年
)
　
随
筆
。歌
曲
.戯
曲

に
聞

す

る
記

事
多

し
。

　

一
双
　
　
師
　
　
勢
　
　
之
(文
化
十
五
年
)　
随
筆
。狂
歌

に
関

す

る
託
事

多

し
。

　

,、松

　
櫻

　
私
　

語
(天
明

七
年
)
　
養

し

つ
よ

り
開

音
て

記

ぜ

ろ
吉

原

松

葉
屋

の

年

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
中

行
事
。

右

の
中

松

櫻

私

語
は
、「蜀

山

人

全
集
」に

も

未

だ

入

ら

ざ

り

し
所
.校

訂

者

の
珍

藏

覚

る
、

蜀

翁

自

筆

の

原

稿

に

よ
り
、始

め

て

之

を
公

刊

せ

る
も

の

也
。其

他

も

一

々
原

本

に
縁

れ

り

と
難

も
、唯
「改

元

紀

行
」は
、原

稿

を
獲

る
能

は
ざ

り

し

を

以

て
、已

む

を

得

す
「全
集
」

本

に

縁

れ

り
。其

他
覆

刻

に

つ
き

て

の
用

意

は
、
一
に

他

の

本

文

庫

本

に

同

じ
.

]

大

正

二
年

二
刀

校

訂
者

武

　
　
笠

三

勤

戸鑑

▼
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大

根

太

木

十

五

番

狂

歌

合

朔

詞

奥

書

・
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・
二
九

青

柏

賛

:

…

:

・
:

…

:

:

・
…

:

・
・
…

二
九

日

く

ら

し

の

日

記

・
:

:

:

:

:

・
・
・
・
・
・
…

三
〇

冬

日

噛遭
、遷

宮
風
詠

・夷

歌

序
}
:

:

:

・
:

・
:

:

:
三

七

竹

本

政

太

夫

碑

:

・
:

・
:

・
:

:

:

:

…

:
三
八

米

兎

引

賛

…

:

:

:

…

ポ
・
・
:

:

・
・
・
・
…

四

〇

向

島

賦

・・
:
・:

・
・:

:

・
:

…

;

:

・
:

・・
璽

加

保
茶

元
成

春

帖

手

鑑

序

・:

:

:

…

:

:
四
三

早

稻

田
太

神

宮

法

樂

の

文

辞
歌

:

・:

・
:

:
四
三

法

樂
.躍

長
歌

七

首

狂

歌

:

:

・:

:

・
…

:

・四
四

黒

づ

く

し

ゑ

ば

ら

く

の

つ
ら
ね

:
:

…

:

・
四
五

.桐

づ

く
し

き

り

口

上

・:

:

:

:

・
・:

・
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:
四
六

な

に

ぎ

の
露

:

・:

:

:
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・
四
八

百

番

月

歌

合

序

・:

:

:

:

:

:

:
:

:

・
:
四
九

春

日

詠

寄

七

輻

榊
皿砒
東
歌

彦
け
・
:

・
:

:

:

:
五
〇

谷

水

一音

が

新

宅

な

こ

と

ぶ

く

こ

と

ば

:

・
:

・
五

一

鬼

A
撫
佛

書
風
賛

:

・
:

:

二

:

:

:

:

・
・
:

・
:

五

二

富

士

山

総

勢

・
:

:

・
…

:

:

:

・
:

●
:

:

●
五
二

酒

中

花

の

報

條

・
:

:

・
・
:

:

:

・
・
・
・
…

:

五
三

月

見

の

こ

と

ば

:

・
:

:

:

:

:

:

:

:

・
:

五
四

同

じ

く

誹

譜

交

風

俗

文

選

の

髄

に

な

ら

ふ

:

五
五

髄ロ
」
人

意
∴
記

:

:

・
・
:

・
・
:

:

:

:

・
・
:

:

:

五
六

里
山
の

春

柳

の

五

も

と

:

:

・
:

:

:

:

・
3

。
・
五
八

春

色

花

鳥

媒

・
:

:

:

:

:

・
:

・
:

:

・
・
…

五
九

春

日
H
.編
瑚
織
穿
詠

翻
倒
芝

一居

狂

歌

序

:

:

:

:

・
・
;
六

〇

春

n
口
泉

葛
乳
詠

雑

煮

…餅

一社
一舐

山居

・
・
。
・
:

・
・
:

:

六

ご

栗

花

集

序

・
:

:

:

・
・
:

:

:

:

・
・
:

:

:

・
六
三

茶

杓

記

:

…

:

・
:

・
…

:

:

・
・
:

:

・
:

六

四

隣

家

に

お

く

れ

る

こ

と

ば

:

:

…

:

:

:

・
六
四

春

日

唐

衣

橘

洲

初

會

狂

歌

序

:

:

…

・
:

:

六
六

初

雛
肺
賦

.
・
:

:

:

:

・
…

:

…

。
:

:

:

:

六
七

'初

嵐
職
鮪
鋤
.
・
:

:

.:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

六
九
四
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